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平塚市教育委員会令和８年８月定例会会議録

開会の日時


令和８年８月20日（木）15時30分

会議の場所


平塚市役所本館７階720会議室

会議に出席した者


教育長　吉野　雅裕　　委員　大野　かおり　　委員　増井　峰夫　　委員　小林　誠

委員　寺田　一美

説明のため出席した者


◎教育総務部

教育総務部長　　　　　　荒井　謙一　　　教育総務課長　　　　　　山﨑　規彰

教育総務課教育総務担当長　　諸星　　薫　　　教育総務課企画担当長　　小嶋　豊綱

教育施設課長　　　　　　金子　　稔　　　学校給食課長　　　　　　大木　　潔

◎学校教育部

学校教育部長　　　　　　石井　鮮太　　　学務課長　　　　　　　　西山　弥生

教職員課教職員担当長　　石川　絵美　　　教育指導課長　　　　　　小塚　祐歩

教育指導課学校安全担当課長　　斗澤　正幸　　　教育研究所長　　　　　　髙橋　幸宏

子ども教育相談センター所長　　中山　文恵

◎社会教育部


社会教育部長　　　　　　石川　亜貴子　　社会教育課長　　　　　　大井　麻紀子

中央公民館長　　　　　　鈴木　和幸　　　スポーツ課長　　　　　　市川　　豊

中央図書館長　　　　　　藤田　忠義　　　博物館館長　　　　　　　浜野　達也

美術館長　　　　　　　　小澤　雄一

会議の概要


【開会宣言】


○吉野教育長


これから教育委員会令和８年８月定例会を開会する。

【前回会議録の承認】


○吉野教育長


始めに、令和８年７月定例会の会議録の承認をお願いする。

（訂正等の意見なし）

○吉野教育長


訂正等の意見がないので、令和８年７月定例会の会議録は承認されたものとする。

１　教育長臨時代理の報告

（１）報告第５号
令和８年度平塚市一般会計（教育関係）補正予算について

【報告】


○吉野教育長

８月25日から開会される市議会９月定例会への令和８年度平塚市一般会計補正予算のうち、教育委員会所管部分の予算について、臨時に事務を代理し、市長へ申し出たので規則の定めに基づき報告するものである。


詳細は、教育総務課長から報告する。

○教育総務課長

補正予算の要求額だが、歳出を3千233万8千円の増額を計上している。詳細は、２ページ、３ページの歳出予算要求明細を参照いただきたい。


始めに、10款　教育費のうち、１項　教育総務費、２目　事務局費の「２　教育委員会事務局庶務事業」において、小学校及び中学校の適正な規模及び配置の推進による教育環境の充実について調査審議する附属機関を設置するため、１節　報酬のうち、委員等報酬を9万2千円増額補正する。


続いて、３項　中学校費、１目　学校管理費の「２　中学校運営事業」において、熱中症による労働災害等の防止を図ることを目的に、各中学校の校務作業室に空調設備を設置するため、10節　需用費のうち、施設修繕料を2千54万6千円増額補正する。


次に、４項　幼稚園費、１目　幼稚園費の「４　幼稚園運営補助事業」において、私立幼稚園等の光熱水費に係る物価高騰分を助成するため、18節　負担金、補助及び交付金のうち、補助金を1千170万円増額補正する。

【質疑】


な　し

【結果】


全員異議なく了承された。


（２）報告第６号　平塚市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

【報告】


○吉野教育長

標記条例の改正について、臨時に事務を代理し、市長へ申し出たので規則の定めに基づき報告するものである。


詳細は、教育総務課長から報告する。

○教育総務課長

本件は、附属機関である平塚市立小学校及び中学校適正規模等基本方針検討委員会について、その名称及び担当する事務を改正するものである。


教育委員会では、令和６年10月に、平塚市立小学校及び中学校適正規模等基本方針検討委員会を設置し、検討を重ね令和８年１月に平塚市立小学校及び中学校適正規模等基本方針を策定した。


今後は、具体的な学校名や取組内容などを明記した実施計画の策定を目指している。


実施計画の策定に当たっては、基本方針の策定に向けて設置した検討委員会の役割を拡大させ、より広範な事項を調査・審議するため、名称及び担当する事務を変更するものである。


なお、実施計画の策定には複数年を要するものと見込んでおり、策定時期や策定方法等については、附属機関からの意見等を踏まえ、検討していく。


改正内容は、附属機関の名称を、「平塚市未来の礎を築く学校づくり推進委員会」に、担当する事務を、「小学校及び中学校の適正な規模及び配置の推進による教育環境の充実について調査審議すること」に変更するものである。

委員定数は「10人以内」で変更はなく、施行日は「令和８年10月１日」を予定している。


最後に、附則において「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例」を併せて改正する。


改正箇所は、附属機関の名称だけで、報酬の額、日額11,500円に変更はない。

【質疑】


な　し

【結果】


全員異議なく了承された。


（３）その他

　な　し

２　その他

　な　し

【閉会宣言】


○吉野教育長


　以上で全ての案件の審議が終了したので、教育委員会８月定例会は閉会する。


（15時39分閉会）


－1－



